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【水田】 私は 1961 年に、日本からアメリカの大学院に留学をしました。そ
の時、日本はまだ戦後１０数年しか経っておらず、やっと戦後の荒廃から抜け
出てきたというそういう時代で、１ドルは 360円、そして日本人は 200ドルし
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か海外に持ち出せない、そういう時代でした。 
 しかし、振り返ってみますと、私にとってその留学経験は本当に大きなもの
がありまして、いろいろな問題にぶつかったり考えたり、考えなければいけな
いこと、決断を示さなければならないことのある時に、帰っていくのはその留
学の時代の自分です。日本が世界の中で戦争に負けて、そして多くの方たちの
批判を浴び、名誉も失っていた、そういう時代に他国の大学で勉強し、さまざ
まな考え方をする多くの人たちに出会ったということは、非常に大きなことだ
ったと思います。そういう意味で、私はまず若い時代に異国に行って学び異文
化に触れて、自分では理解のできないような他者に出会う。そのことが人間形
成にとって大切なことではないかと思います。 
 留学経験の中で感じたことが２つあります。１つは、人とそれから国との関
係についてです。日本は大変貧しくて、そして世界の中で決して尊敬されては
いませんでした。留学生はお金がなくて、苦労して勉強しなければなりません
でした。世界の中には、日本は悪いことをしたのだから、原爆を落とされるの
は当然だと思うような人がたくさんいて、それは私の心を大変傷つけました。
しかし同時に、アメリカには日本の文化が好きで、日本の文化の伝統に大きな
尊敬の気持ちを持っている人たちが、たくさんいることを知りました。そして
私の面倒を見てくれた多くのさまざまな階級や文化背景の異なる人たちがいて、
そういう人たちによって私の留学生活は本当に意味のあるものになったと強く
感じました。 
 もう１つは、私がいくら個人であると思っても、やはり日本人として、ある
いは日本としての歴史の重みというのを、どこかで責任と誇りを持たなければ
ならないということなのです。多くの人たちに支えられて私は勉強してきまし
たけど、それからもう 50年、60年たって、さらに私たちは多文化を学んで共
生していかなければいけないということを、今更に強く感じる。そういう時代
になってきていると思います。皆さんもぜひ留学をしてください。留学ができ
なければ、何らかの形で自らの体を運んで、そして多文化での生活を感じると
いう、そういう経験をぜひ持っていただきたいと思います。参考になったでし
ょうか。 
【質問者１】 ありがとうございました。 
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【質問者２】 今日はわざわざお越しになって、ありがとうございました。機
械工学部から来たチョウと申します。今日はありがとうございました。そろそ
ろ卒業しますので、自分の進路を考えると、さっきおっしゃったとおり留学も
大切な経験だと思っていますので、目標としては城西大学もすごくいい選択肢
だと思っています。もし城西大学に入りたいなら、自分がやるべきことを教え
ていただければと思っています。 
【水田】 もう即ウエルカム。私たちは大連理工大学と、そしてリーダーの張
徳祥党書記と私たちの間に非常に強い信頼関係を築いていますし、先ほど申し
ましたように、共同でダブルディグリーが取れるプログラムを大学院と学部レ
ベルの両方で開発してきております。それから教授方も共同研究をしているし、
また学生さんたちの交流も非常に活発に行われています。 
 また大連市と城西大学、城西国際大学も本当に多くの人材育成のプログラム
を持っておりますので、どちらかというと城西大学にいらっしゃれば、それほ
ど大きな違和感のある環境に行くということはないと思います。しかし、やは
り中国と日本は文化が大変違うので、そういう意味で若いあなたが本当に日本
のいろいろなところを見る。いいところも悪いところも、あなたと一致しない
ところも見る、そして何よりも友人を作り話し合う、共に経験するということ
が、人間形成には大切なんじゃないでしょうか。しかし、まずは城西大学にい
らっしゃい。（笑） 
 スカラーシップもありますし、また城西大学、城西国際大学は中国やアメリ
カだけではなくて、世界中に１００を超える姉妹校があって、留学生も多様で
すし研修プログラムを多く持っていますので、そういうところにも参加する機
会があると思います。 
【質問者２】 ありがとうございます。（拍手） 
【司会】 あらためて、こんなに素晴らしい講演をくださった水田先生に、拍
手をお願いします。また、学生のほうから感謝のお花を差し上げたいと思いま
す。（拍手） 
【水田】 ありがとうございます。奨学金をうけられた皆さま方、本当におめ
でとうございます。（拍手） 
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